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基盤構築と運用の最適化
IBMの基盤自動化ソリューション



© 2016 ＩBM Corporation 
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 IBMの基盤自動化ソリューション

 PureApplication

 PureApplication と UrbanCode Deployの連携

 まとめ

 補足） PureApplication と UrbanCode Deploy 連携手順
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ほとんどの IT組織は おなじ 悩みを抱えている

 IT組織が抱える課題
 現状が把握しきれず、管理できないシステム環境

 人手に依存した多数の作業、作業漏れ
 予期せぬ障害によるトラブル対応

 時間に追われ疲弊する現場
 週末にしかできない変更作業
 長時間に渡るリリース作業
 プロセスの複雑さ、大量の手順書の作成

 特定の優秀なエンジニアへの依存
 属人化によるビジネス継続リスク

 ビジネス部門がIT組織に期待すること
 ITによるビジネスのイノベーション
 Time to Marketの改善
 継続的なリリースによる小規模改善の積み上げ

It’s all about Automation!
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ソリューションのトータルコスト

 より上位の領域まで自動化の領域を広げていく必要がある
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IBM の 基盤自動化ソリューション

IBM Cloud
Orchestrator

オーケストレーション

セルフサービス・コンソール

開発 QA 本番

System
Service

Softwareパターン

アプリケーション変更
インベントリー

UrbanCode
Deploy

パターンパターン

• 環境プロビジョニング処理のセルフサービ
ス・コンソールを提供

• 承認ワークフローにより変更管理

• データセンター全体(またはクラウド) のコン
ポーネントにおける構成変更を
オーケストレーション

• IBM および IBM以外のミドルウェア用のパ
ターンをデプロイ、複数VMからなる環境を
自動構築

• 垂直統合型システム、既存ハードウェア
(オンプレミス)、またはクラウド (オフプレミ
ス) で共通のパターンを活用、ハイブリッド・
クラウド・アプローチ

• 高可用性、災対、拡張性、監視、課金、ライ
センス管理など、エンタープライズ・グレー
ドのサービス環境をシンプルに提供

• 開発パイプライン全体において
アプリケーションの変更反映を自動化
バージョン管理、および監査

アプリケーション・
デプロイメントの自動化

MW構成・環境払出しの自動化
クラウド環境運用の自動化

承認ワークフローの構成
クラウド全体のコーディネート
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基盤作業の負荷を軽減する

PureApplication 

System / Service /Software 
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人に依存したデリバリー・モデルからの脱却が必要

 本当に作業負荷がかかるのは、ミドルウェア構築以降
 自動的に行われるのは VMの配置、OSの導入まで (IaaS）

 VM毎に行うMW・アプリの導入/個別設定、監視製品の組込み

 個別カスタマイズされた、従来以上に増えたマシン台数の運用

 ミドルウェア構築 の ベスト・プラクティス
 高可用性設計、災対設計、セキュリティ

 属人性の高い作業による品質リスク

 標準化による展開

 仮想化層、ハードウェアを含めたシステム保守・運用の煩雑さ
 ファームウェアの更新（サーバー、ストレージ、NWスイッチ）

 対障害性まで考えた上での仮想マシンの配置

 各種ミドルウェアの修正適用、OSへの修正配布

10年前と比べて システム構築 楽になりましたか？

ミドルウェア導入

FIXの適用

パラメータ設定

セキュリティ対応

ビジネスに対して本来的な価値を生まない作業は、出来る限り自動化 or 外部化

ビジネス価値を
生み出す活動へのシフト
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PureApplication ファミリー

パターン

システム構築自動化技術
パターン･デプロイメント

“クラウド対応”アプリケーション向け
統合運用管理基盤

マルチテナンシー
アクセス権限管理

仮想化集約の最適化
（VM自動再配置）
ポリーシーベースの拡張性
修正適用自動化
シンプル化された災対構成

ライセンス管理
モニタリング
障害対応簡易化
…

垂直統合アプライアンス
x86 or Power

SoftLayer上
世界中のSLデータセンター

既存仮想化環境

Bring your own HW

共通のシステム構築自動化エンジン パターン・デプロイメント

仮想化環境上でシステム構築を自動化
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（参考）クラウド対応アプリケーション

WASv9マイグレーション・セミナー資料 http://ibm.biz/MigrationGuideJP9
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PureApplication : パターン・デプロイメント

 システム構築化（パターン・デプロイメント） のメリット
 標準化の推進：部品の標準化、バージョン・アップに対する柔軟性

 カスタマイズの柔軟性：お客様環境に応じた環境を構築可能（エージェントの組込み etc）

 作業者負担の軽減：同じ単純作業を人間にさせない

 デリバリー品質の均質化：人の作業品質に依存しない

 デリバリー・スピードの改善：月単位ではなく、数日で提供可能

 IBM ミドルウェアに関するベスト・プラクティス を実装済み
 スタンド・アローン構成から 大規模なクラスタリング/高可用性構成まで 事前定義済み

Webサーバー統合

データベースの
高可用性

APサーバーの
クラスタリング構成

ポリシーベースの
拡張性

ディスクの割当て

各種パラメーター

手作業による
再現性のない作業

（の繰り返し）

大量のドキュメント
・作業手順書の整備

コード実行による均質な作業と実行結果
( Infrastructure as Code )

短時間で
確実なアウトプット

システム構築手法の刷新

10



© 2016 ＩBM Corporation 

text

パターンに統合された ミドルウェア機能

 可用性構成、災対構成
 ミドルウェアの可用性構成

 WebSphere ASのクラスタリング構成

 DB2 HADR構成（Floating IPによるFailover)

 MQのマルチ・インスタンス構成

 可用性を鑑みた 仮想マシン配置

 配置ポリシー：クラスター・メンバーは同じ計算ノードに載せない

 マルチラック構成

 複数ラックに分散して配置する

 リモートのデータセンターとの災対構成を実現する

 通常時運用に便利なインスタンス・コンソール

 リソースモニタリング

 ログ集約

 修正適用などの運用画面

 モニタリング統合
 IBM Tivoli Monitoring / ITCAM 統合済み

 V2.2.2.0より IBM Monitoring V8.1.3 (APM) 同梱
11
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パターンに統合された ミドルウェア機能

 フィックスパック および 個別フィックスの適用

 OSレベル： Red Hat Satellite Server と統合済み

 ミドルウェア：IBM Installation Managerと 統合済み

 自動的にスナップショットを取得、修正の適用手順を認識した上で
ローリング・アップデートを実施
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（参考）パターン・デプロイメントの仕組み

 PureApplication Softwareが 全体をコーディネート

 PureApplication Software が仮想化環境管理ソフトウェアと連携し、
指定したリソース・環境に 仮想マシンの払出しを実行

 各仮想マシンには maestroエージェントが稼働

 Maestro エージェントが、各仮想マシン内の処理を実行

 ソフトウェア・コンポーネントは install/configure/start/stop のライフサイクルがある

 ライフサイクルに従って各ミドルウェアは処理が実装されている

 スクリプト・パッケージの実行

ソフトウェアの導入 パラメータ設定
コンポーネント間連携

専門家の
ノウハウ OSS や 他社製品

システムのテンプレート
（パターン）

.json

パターン・デプロイメント・エンジン
( PureApplication Software )

仮想化環境管理ソフトウェア
vSphere / Power VC

maestro

+

コンポーネント

スクリプト
・パッケージ

Maestro
エージェント
が自動実行
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text 短期間でのWebシステム基盤更改にPureApplication System を採用
 WAS-DB2からなる複数システムをパターンで標準化・自動化、迅速に構築

 背景
 パートナー様は様々なシステムにミドルウェア層までのインフラ基盤をリリースする立場

 現行Web基盤（z/Linux環境）の保守切れに伴い、
６ヶ月という短期間で、多数のWebシステムの更改が必要に

 従来型の仮想マシン展開の構築方法では、システム払出し後の手動構成作業が多く、
短期間で品質高いシステム環境の構築は難しい

 ソリューション
 現行環境調査の結果、２つの基本パターン＋幾つかのコンポーネントの組合せに落とせることが判明

 PureApplication が提供する WASクラスタリング、DB2 HADRパターンをベースに、
監視エージェントなどを組込み、カスタマイズされたパターンを提供

 従来、リリース時期によりバラバラであった アプリケーション・サーバー環境を統一

 アプリケーション・ベンダーからの 短期での環境リリース依頼への対応を実施

事例：国内 大手製造業 のお客様

Web APP DB
Web APP DB

Web APP DB

MQ HULFT

TWS

TSM
Conn

Direct

スタンドアロン構成 高可用性構成

or +
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「アメーバ経営」を支える
ERPパッケージ・ソリューションを

クラウド・サービス化

 お客様の課題
 ビジネス拡大に追いつかないシステム環境

 従来は、それぞれのお客様環境に個別構築

 パッケージ・ソリューションのクラウド化の検討

 少人数での効率的な運用が必要

 将来的な海外サービス提供のため、ハイブリッド・クラウドを見据える

 ソリューション

 PureApplication Systemを採用、Amebaシステムをパターン(テンプレート)化
 １〜２週間かかっていたシステム構築が、１〜２時間で完了

 リリース後１年で１５社に対するサービス提供を実現

 PureApplication ユーザーに対しても、ソリューションを販売・展開

 システムの柔軟性
 「サーバー調達やサイジングといった事前プロセスはほぼゼロになった」

 動的にサービスを提供しながらリソースの設定を柔軟に変更

 タイムリーにシステム規模を拡張できるため余計なリソースを用意する必要がない

 製品機能を活用した災対環境の構築

http://special.nikkeibp.co.jp/atcl/ITP/15/ibm0930/

事例︰京セラコミュニケーションシステム株式会社
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PureApplication のスコープ
■ミドルウェア構成
ー 基本構成、クラスター構成
ー ミドルウェア修正適応
ー 再利用・横展開の容易化
ー ログ統合コンソール

□運用関連機能 (別途考慮が必要）
ー ログ監視、URL監視
ー 定期リブート
ー 申請対応、セキュリティ対応
ー プロジェクト・サービス

■運用基盤・運用関連機能
ー アクセス権限管理
ー VM配置（障害時リカバリーetc）
ー 性能監視 (ITM、ITCAM）
ー パッチ適用

(RedHat Satellite Server/IEM)
ー カタログ管理、ライセンス管理
ー 監査ログ

□ミドルウェア構成（別途考慮が必要）
ー OS周りのカスタマイズ
ー お客様要件にあわせたカスタマイズ

■PureApp Service で提供される
運用基盤・運用関連機能
・ バックアップ・リストア
・ バックアップ・イメージの
リモート保管

・ セルフサービス・コンソールによる
ノード追加オーダー・削除、

・ Firewall構成(vyatta)+ DataPower
・ Direct Link 構成

16
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PureApplication の運用管理機能

 クラウド基盤 管理機能
 カタログ管理：パターン、ミドルウェアやスクリプト・パッケージの管理

 クラウド・リソース管理：計算ノードやネットワーク定義のグルーピング

 クラウド・グループ、IPグループ、環境プロファイル

 アクセス権限管理：ユーザー・グループによる細かいアクセス権限の設定

 モニタリング機能：システム全体のリソース把握、個別マシンの状況把握（ITM）

 レポーティング機能：ライセンス管理、課金のためのリソース利用情報収集

 セキュリティ：セキュリティ監査ログ

 ハードウェア管理 (PureApplication System, Service）
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PureApplication による運用の改善

 仮想マシン配置の自動最適化
 多様なシステムを仮想化基盤に統合することで

システムリソース状況の予測は困難に

 PureApplicationは
リソースの利用状況をモニタリング
VMの配置を定期的に見直し
リソース利用状況を最適化

 修正配布の自動化
 PureApplication System ではハードウェアから仮想化基盤までの修正を

PureApplication として提供

 ボタン１つで修正をロールアウト適用、最新化が可能

 個別ハードウェアのサポート確認、互換性確認は不要

 保守運用の簡易化
 「保守モード」による 保守ノードからVMの自動退避

 コールホーム機能によりハードウェア障害は
IBMに自動通報

 計算ノード障害時には、当該VMは残存ノードで自動復旧

計算ノードのファームウェア更新

システム修正の適用

18
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（参考）パターン・ポートフォリオ (2016/10現在）

• IBM Mobile Application Platform 5.0.6, 6.0 9, 6.2 

• IBM MobileFirst Platform Foundation 7.0

• IBM Operational Decision Manager 8.0.1, 8.5, 8.7.1, 8.8

• IBM Pattern for SAP Business Suite (Intel Only)

• IBM Sametime v9.0

• IBM SOA Policy 2.0 (Intel Only)

• IBM SOA Policy Gateway 2.0, 2.5

• IBM Sterling Order Management System  

• IBM Transactional Database Pattern 1.1

• IBM Web Application Pattern 1.0, 2.0

• IBM WebSphere App Server HV 7.0, 8.0, 8.5

• IBM WebSphere Application Server Patterns 8.5.5, 9.0

• IBM WebSphere Message Broker 8.0 

• IBM WebSphere Cast Iron 6.4, 7.0 (Intel Only)

• IBM WebSphere Commerce Pattern 1.0 (for WC Enterprise  7.0)

• IBM WebSphere Commerce Patterns 2.1

• IBM WebSpere Datapower XG45 5.0, 6.0 (Intel Only)

• IBM WebSphere Datapower XI52  5.0, 6.0 (Intel Only)

• IBM WebSphere MQ 7.5, 8.0, 8.5

• IBM WebSphere Service Registry & Repository 8.5 (Intel Only)

• IBM WebSphere Transformation Extender Launcher 8.4, 8.4.1

• SAP Business Suite (Intel only)

• Created by IBM GTS RDS group:

• Microsoft Dynamics v2008 for Intel  

• Microsoft Exchange for Intel

• Microsoft Sharepoint V2010 for Intel 

• Microsoft SQL Server V2012 for Intel

• Oracle DB Enterprise Edition v11g, R2 for Intel and AIX

• IBM API Management 2.0, 3.0

• IBM Application Pattern for Java  1.0 

• IBM Business Intelligence 1.0, 1.1, 2.0, 2.2

• IBM Business Intelligence w/ BLU Acceleration 1.0

• IBM Business Monitor Pattern 8.5.5 

• IBM Business Process Manager 8.0.1, 8.5, 8.5.5

• IBM Cognos TM1 Pattern 1.0

• IBM Connections 4.0, 5.0 (Intel Only)

• IBM Connections Content Manager 5.0 (Intel Only)

• IBM Content Foundation Pattern 5.2

• IBM Data Mart Pattern 1.1.0.8 (with BLU Acceleration) 

• IBM DataPower Gateway Virtual Edition 7.1 (Intel Only)

• IBM DB2 9.7 FP5, 10.1, 10.5 with BLU Acceleration 

• IBM Transactional Database Pattern (DB2 vApp)

• IBM Digital Experience Patterns for WebSphere Portal 8.0, 8.5, 

8.5.5 and Web Content Manager 8.0, 8.5, 8.5.5 (Intel Only)

• IBM Domino 9.0 (Intel Only)

• IBM Encryption Pattern for Guardium Encryption Expert

• IBM Encryption Pattern for SecurityFirst SPxBitFiler

• IBM Filenet Content Navigator v2.0.3

• IBM Financial Transaction Manager v3.1.1

• IBM Greenhat Rational Test Virtualization

• IBM Informix 11.7, 12.10

• IBM InfoSphere Information Server 9.1, 11.3.1

• IBM InfoSphere Master Data Management Standard Edition and 

Advanced Edition, 11.0, 11.3, 11.5 (Intel Only)

• IBM InfoSphere Optim Performance Manager

• IBM Integration Bus 9.0, 10.0

• IBM Messaging Extension for Web App Pattern 2.0 

19



© 2016 ＩBM Corporation 

text

(参考）パターン利用で集約・効率化できるエリア

 たとえば、デジタル・エコノミーの API公開基盤として

20
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システム基盤環境のセルフサービス化

PureApplication と UrbanCode Deploy
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アプリケーション・デプロイメント自動化の先に

s

ITa環境

ITb環境

ステー
ジング
環境

本番
環境

UrbanCode
Deploy

本番環境
運用担当者

開発担当者

SCM

ソースコード
管理ツール

ビルド・ツール

ビルドツール連携

コードの
コミット

テスト
ツール連携

基盤担当者

急ぎのリリース案件が入ってきた…

検証環境が足りない
基盤チームに相談したら１週間後って言われた
お客さんには対応できないって言うしかないな…

本番リリースがあって忙しいのに
こちらのスケジュールお構いなしに依頼してくる
VMばかり増えて管理しきれない
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s

UrbanCode Deploy と シームレスに連携

 基盤環境を End to Endで セルフサービス化

ITa環境

ITb環境

ステー
ジング
環境

本番
環境

UrbanCode
Deploy

本番環境
運用担当者

開発担当者

SCM

ソースコード
管理ツール

ビルド・ツール

ビルドツール連携

コードの
コミット

テスト
ツール連携

パターンに基いて
環境の払出しを
セルフ・サービス化

運用負荷が軽減され
クラウド全体の管理
を効率的に実施

単純作業に時間を
費やさない

基盤担当者 23
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s

UrbanCode Deploy と シームレスに連携

 基盤環境を End to Endで セルフサービス化

ITa環境

ITb環境

ステー
ジング
環境

本番
環境

本番環境
運用担当者

SCM

ソースコード
管理ツール

ビルド・ツール

ビルドツール連携

コードの
コミット

テスト
ツール連携

パターンに基いて
環境の払出しを
セルフ・サービス化

運用負荷が軽減され
クラウド全体の管理
を効率的に実施

単純作業に時間を
費やさない

基盤担当者

開発担当者

UrbanCode
Deploy

必要なタイミングで
自分達で環境を
用意できる

環境待ちが発生せず
スムーズに検証できる

使わなくなったら削除

開発用のリソース内で
利用する分には問題なし

増えたVMの管理も
PureAppにある程度おまかせ

アプリチームのスケジュールに
振り回されず、
自分の仕事ができる

利用プロジェクト毎に
課金もできる
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まとめ

 より上位のレイヤーまで自動化を推進する取組みが必要

 PureApplication は、パターン・デプロイメントにより
複数仮想マシンからなる システム構成を自動化

 特に IBMミドルウエアを利用する場合は、
ベスト・プラクティスが組み込まれたパターンの利用が第一の選択肢

 PureApplicationは、運用負荷の軽減にも大きく貢献

 UrbanCode Deployとシームレスに連携

 システム基盤からアプリ・リリースまで End to Endで自動化可能

25
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PureApplication と UrbanCode Deploy

連携手順

補足資料
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text

1. UCD から PureApplicationへの接続を構成

PureApplication と UCD との連携手順 基盤担当者

UrbanCode
Deploy

パターン

アプリケーション
（という管理概念）

リソース・
テンプレート

ブループリント

接続情報登録

環境
デプロイ・プロセス

インポート
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text

3. PureApplicationの「パターン」 をリソース・テンプレートとしてインポート

PureApplication と UCD との連携手順

2. リソース・ツリーの トップレベル・グループを作成

基盤担当者
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text

PureApplication と UCD との連携手順

4. アプリケーションに関連づいた「ブループリント」として
リソース・テンプレート（パターン）を登録

インポートたテンプレートから選択

開発担当者
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text

PureApplication と UCD との連携手順

5. アプリケーション という概念の下に、
ブループリントから環境を作成 (Step1)

開発担当者
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PureApplication と UCD との連携手順

5. アプリケーション という概念の下に、
ブループリントから環境を作成 (Step2)

PureApplication に UCDからデプロイ指示が飛び、
パターンに基いて、環境が構成される

パターンの
パラメータを指定

開発担当者
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text

PureApplication と UCD との連携手順

6. PureApplication に UCDからデプロイ指示が飛び、
パターンに基いて、環境が構成される

たとえば、UCD コンソール から UT1、ST、Production の ３環境を構築すると

PureApplication コンソールでは、以下のように見える︰アプリケーション名＋環境
名

開発担当者
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PureApplication と UCD との連携手順

7. PureApplication に環境がデプロイされたタイミングで
UrbanCode Deployのエージェントも自動で構成される。
環境のデプロイが完了するとオンラインになる

8. UrbanCode Deploy側で
コンポーネントおよびアプリケーション・デプロイの設定を実施

開発担当者
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UCD から PureApplication上の環境にデプロイ

1. 実際に 環境に デプロイを実施

2. 環境に 承認フロー(オプション）を 組み込んでいる場合は
承認が求めれる

開発担当者
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text3. 承認が得られると、実際にアプリケーションのデプロイが実行される

UCD から PureApplication上の環境にデプロイ 開発担当者
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したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。本講演資料に含まれている情報については、完全性と正確
性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。
本講演資料またはその他の資料の使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害が生じた場合も、IBMは責任
を負わないものとします。 本講演資料に含まれている内容は、IBMまたはそのサプライヤーやライセンス交付者からいかなる
保証または表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変更するこ
とを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。

本講演資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使
用可能であることを暗示するものではありません。本講演資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会また
はその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかなる方法においても将来の製品また
は機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本講演資料に含まれている内容は、参加者が開始す
る活動によって特定の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示することを意図したものでも、
またそのような結果を生むものでもありません。 パフォーマンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用
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多くの要因に応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約する
ものではありません。

記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した
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